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＜概要＞

摂食・喋下障害について喋下器官の解剖•生理から原因疾患と兆候・話し言葉の特徴と検査・評価・タイブ分類・治療・訓練までを学習すそ

＜学習目標＞

1 摂食器官の構造を理解する

2 喋下器官の構造を理解する

3 食物認知機構を理解する

4 咀哨運動を理解する

5 喋下機構を理解する

6 摂食・喋下障害を説明できる

7 摂食・喋下機能を治療できる

回

数 授業計画又は学習の主題 SBO 

番号I学習方法・学習課題又は備考・担当教員
1摂食・喋下に関連する器官の形態学 口腔の構造・神経筋・ロ腔感党

2咀哨の生理学 口腔内での食物認知・咀咽運動とその制御機構・唾液分泌

3喋下運動 食物の処理過程と際下反射・喋下時の食塊の動き

4食物の物性と喋下運動

5誤喋誤喋とは・気道の防御機構・誤際の診断・誤喋の防止

6-7摂食喋下障害 摂食喋下障害の分類・摂食喋下障害の診断・摂食喋下障害の治療
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